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具体的危険が必要 公共施設の使用不許可 最高裁判決  
 


 市民会館での集会を認めなかった市側の措置が憲法に違反するかどうかが争われた裁判


で、最高裁第三小法廷（大野正男裁判長）は七日午前、公共施設での集会開催を断ってもよ


い場合について、「差し迫った危険が具体的に予見されることが必要」と厳格な枠をはめる初


の憲法判断を示した。そうした危険もないのに、主催者と対立する団体の動向を理由に行政


側が会場使用を認めないのは、表現、集会の自由を保障した憲法の趣旨に反するとした。


日教組大会などの国や自治体の施設使用許可に大きな影響を与えそうだ。ただ、判決は、


今回の原告側には「危険」があったとして、上告そのものは棄却した。 
 訴えていたのは、関西空港建設に反対してきた団体の代表者ら七人。原告側は一九八四


年四月、全国総決起集会を開くため、大阪府泉佐野市長に市民会館の使用許可を申請した


が、条例に定める「公の秩序を乱す恐れ」などを理由に許可されなかった。このため、同市を


相手に総額三百万円余りの損害賠償を求めて提訴したが、一、二審で敗訴し、上告した。 
 この日の判決はまず、集会を開きたい人に会館など公共施設の使用を断れるかどうかは、


「表現や集会の自由とは別の基本的人権が侵害されるかを比較して考えなければならない」


という原則を示した。 
 そのうえで、市側が主張のよりどころにした「公の秩序を乱す恐れ」については、「集会によ


って人の生命や財産などが侵害されたり、公共の安全が損なわれたりする危険があること」


を指すと解釈。施設使用を不許可にするには、明らかに差し迫った危険の発生が具体的に


予見されることが必要、という一般判断を示した。 
 さらに、行政側の対応に関して、（１）集会の目的や主催者団体の性格そのものを理由とす


る会場の使用不許可は許されない（２）主催者は平穏に集会を開こうとしているのに、対立す


る他者が反発して混乱が予想されることを理由に会場使用を拒否すれば憲法二一条の趣旨


に反する――などと厳格な要件を明らかにした。 
 しかし判決は、今回のケースについては、「爆破事件などを起こしてきた中核派が集会の


重要な地位を占めている」などとした一、二審判決の事実認定に基づき、泉佐野市側の会館


使用不許可処分は憲法に反しないと結論づけた。 
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